
 

※１階エントランス展示は、無料スペースですが、２階常設展示は、有料（一般 300 円、

　　高校生以下と満 70 歳以上の方、身障者手帳等をお持ちの方は無料）です。

※ 「解体新書ノート」の数が無くなり次第、終了します。

今年で没後 200 年となる若狭小浜藩医の杉田玄白が関わった『解体新書』と
その原書である『ターヘル・アナトミア』を深く知るための小冊子です。
『解体新書』と『ターヘル・アナトミア』（どちらも当館蔵）の解説、解剖図、
方眼仕様で使いやすいノート部分で構成されています。
表紙は、両書籍の有名な扉絵がデザインされており、上品な仕上がりです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（B6版、全 32 頁）

１階エントランス展示「『解体新書』の世界」
（会期　平成 29年 3/１～ 7/31）と、
２階常設展示で公開中の本物の『解体新書』
『ターヘル・アナトミア』をご覧いただいた方
先着 500 名様に、「解体新書ノート」を進呈
いたします。

ほぼ実寸大

福井県立若狭歴史博物館


